
JP 4638170 B2 2011.2.23

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
無線周波数信号を受信する全システム用のテレビチューナーであって、
　前記無線周波数テレビ信号を受信し、周波数変換後の信号を出力し、第一及び第二操作
モードを切り換えることが可能で、前記第一操作モード下で、前記無線周波数テレビ信号
に対して、高側注入を実行して、前記周波数変換後の信号を生成し、前記第二操作モード
下で、前記無線周波数テレビ信号に対して、周波数を追加して、前記周波数変換後の信号
を生成する第一周波数変換回路と、
　前記第一周波数変換回路からの前記周波数変換後の信号に対し、ダウンコンバート工程
を実行して中波信号を生成する第二周波数変換回路と、からなり、
　前記ダウンコンバート工程が、低側注入か、或いは高側注入であり、
　前記第一及び第二操作モードの切り換えは受信した異なるテレビシステムの無線周波数
テレビ信号に対応するためであることを特徴とするテレビチューナー。
【請求項２】
無線周波数信号を受信する全システム用のテレビチューナーであって、
　前記無線周波数テレビ信号に対し、アップコンバート工程を実行して、周波数変換後の
信号を生成する第一周波数変換回路と、
　前記周波数変換後の信号を受信し、中波信号を出力し、第一及び第二操作モードを切り
換えることが可能で、前記第一操作モード下で、前記周波数変換後の信号に対して、低側
注入を実行して、前記中波信号を得て、前記第二操作モード下で、前記周波数変換後の信
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号に対して、高側注入を実行して、前記中波信号を得る第二周波数変換回路と、からなり
、
　前記アップコンバート工程が、高側注入か、或いは周波数追加であり、
　前記第一及び第二操作モードの切り換えは受信した異なるテレビシステムの無線周波数
テレビ信号に対応するためであることを特徴とするテレビチューナー。
【請求項３】
ビデオ信号及びオーディオ信号を載有する無線周波数テレビ信号を受信して、ビデオ信号
及びオーディオ信号を出力する全システム用のテレビチューナーの制御方法であって、
　ユーザーの設定或いは自動設定に基づいて、第一及び第二操作モードを選択する工程と
、
　前記無線周波数テレビ信号に対し、第一周波数変換を実行して、周波数変換後の信号を
得て、前記第一操作モードが選択される時、前記周波数変換後の信号は、前記無線周波数
テレビ信号に対し高側注入を実行することにより得られ、前記第二操作モードが選択され
る時、前記周波数変換後の信号は、前記無線周波数テレビ信号に周波数を追加することに
より得られる工程と、
　前記周波数変換後の信号に対し、第二周波数変換を実行して、中波信号を得て、前記中
波信号は前記周波数変換後の信号に対し、ダウンコンバートを実行することにより得られ
る工程と、
　前記中波信号に対し、復調を実行し、前記ビデオ信号及びオーディオ信号を出力する工
程と、
からなり、
　前記第一及び第二操作モードの切り換えは受信した異なるテレビシステムの無線周波数
テレビ信号に対応するためであることを特徴とするテレビチューナーの制御方法。
【請求項４】
前記ダウンコンバート工程が、低側注入か、或いは高側注入であることを特徴とする請求
項３に記載のテレビチューナーの制御方法。
【請求項５】
ビデオ信号及びオーディオ信号を載有する無線周波数テレビ信号を受信して、ビデオ信号
及びオーディオ信号を出力する全システム用のテレビチューナーの制御方法であって、
　ユーザーの設定或いは自動設定に基づいて、第一及び第二操作モードを選択する工程と
、
　前記無線周波数テレビ信号に対し、第一周波数変換を実行して、周波数変換後の信号を
得て、前記周波数変換後の信号は、前記無線周波数テレビ信号に対しアップコンバート工
程を実行することにより得られる工程と、
　前記周波数変換後の信号に対し、第二周波数変換を実行して、中波信号を得て、前記第
一操作モードが選択される時、前記中波信号は前記周波数変換後の信号に対し、低側注入
を実行することにより得られ、前記第二操作モードが選択される時、前記中波信号は、前
記周波数変換後の信号に対し高側注入を実行することにより得られる工程と、
　中波信号に対し、復調を実行し、ビデオ信号及びオーディオ信号を出力する工程と、
からなり、
　前記第一及び第二操作モードの切り換えは受信した異なるテレビシステムの無線周波数
テレビ信号に対応するためであることを特徴とするテレビチューナーの制御方法。
【請求項６】
前記アップコンバート工程は、高側注入か、或いは周波数追加であることを特徴とする請
求項５に記載のテレビチューナーの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テレビチューナーに関するものであって、特に、現存の全テレビシステムに
通用するすなわち全ての放送方式に適合したテレビチューナーに関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　図１は、公知のダウンコンバート（DOWN CONVERSION）のテレビチューナーであり、位
相ロックループ１１、チューナー回路１２、周波数増幅器１３、中段チューナー回路１４
、発振器１５、混合器１６、帯域通過フィルター１７、中波増幅器１８、及び復調器１９
からなる。
【０００３】
　周波数増幅器１３が出力する信号の搬送周波数がｆcで、発振器１５の発振周波数がｆL

0で、混合器１６が出力する中波周波数がｆIFであるとした場合、本テレビチューナー中
、以下のような関係式を備える。
ｆIF＝ｆL0－ｆc

この関係式から分かるように、発振器１５の発振周波数ｆL0は、混合器１６の信号周波数
ｆcより高いので、この回路設計は、一般に、スーパーへテロダイン受信器（super heter
odyne receiver）と称され、発振器１５の発振周波数ｆL0は、混合器１６の搬送周波数ｆ

cより高いので、混合器１６が実行する工程は、「高側注入（high-side injection）」で
ある。
【０００４】
　しかし、ダウンコンバートのテレビチューナーにおいて、イメージ周波数（image freq
uency）及び中波信号成分は、互いに混合して干渉しあい、テレビチューナーの画像品質
に影響を与える。そこで、図２で示されるような、二重変換（double conversion）のテ
レビチューナーが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　図２において、アンテナ２０２が受信する周波数信号は、チューナー回路２０４を経て
、低雑音の相互コンダクタンス増幅器（low-noise transconductance amplifier、LTNA）
２０６により増幅された後、二つの混合器２０８及び２１０に順に送入される。混合器２
０８及び２１０はそれぞれ、受信した信号と発振器２５０及び２１２が生成する発振信号
を混合し、混合器２１０の出力端で中波信号を生成する。混合器２０８の入力信号周波数
は０～９００ＭＨｚで、発振器２５０の発振周波数は１１８０ＭＨｚである。発振器２５
０の発振周波数は混合器２０８の入力信号周波数より高いため、混合器２０８が実行する
工程は、「高側注入」である。一方、発振器２１２の発振周波数は混合器２１０の入力信
号周波数（１２００ＭＨｚ）より小さいため、混合器２１０が実行する工程は、「低側注
入」である。
【０００６】
　周波数変換の方法以外に、テレビチューナーはテレビシステム（放送方式）に応じた設
計上の差異がある。よって、公知のテレビチューナーは大きく二つに分類される。一つは
、ＮＴＳＣ（M）或いはＰＡＬ（M／N、B／G、D、I）等の単一のシステムに適合したテレ
ビチューナーで、もう一つは、ＮＴＳＣ（M）とＰＡＬ（M／N、B／G、D、I）の両方のシ
ステム、或いは、ＳＥＣＡＭ（B／G、D／K、I、L／L’）とＰＡＬ（M／N、B／G、D、I）
の両方のシステムに適合したテレビチューナーである。
【０００７】
　携帯式電子装置の普及に伴って、ユーザーは全世界各地で、ノート型パソコンや携帯電
話中にチューナー機能を備えるテレビカードにより、テレビ番組を視聴することが出来る
機会がますます増えてきている。よって、全てのテレビシステムに適合したテレビチュー
ナーの開発が必要になっている。
【０００８】
　しかし、放送方式がＬ’のシステムは、周波数帯域においてその他の全システムに差異
がある他、オーディオ信号の搬送周波数位置も異なる。これでは、公知の回路設計により
、全システム用のテレビチューナーを製作する時、コストが非常に高くなる。図３Ａは、
M／N、B／G、D／K、I、B／G、D／K、I、Lテレビシステムの単変換のスペクトルを示す。
無線周波数オーディオ信号の搬送周波数Ｓｃは無線周波数ビデオ信号の搬送周波数Ｐｃよ
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り大きい。これらの周波数信号は単変換されてダウンコンバートした後、中波オーディオ
信号の搬送周波数Ｓｃ’は、中波ビデオ信号の搬送周波数Ｐｃ’より小さくなる。しかし
、図３Ｂで示されるように、放送方式がＬ’のテレビシステムにとって、無線周波数オー
ディオ信号の搬送周波数Ｓｃは無線周波数ビデオ信号の搬送周波数Ｐｃより小さい。これ
らの周波数信号は単変換されてダウンコンバートした後、中波オーディオ信号の搬送周波
数Ｓｃ’は、中波ビデオ信号の搬送周波数Ｐｃ’より大きくなる。これにより、公知の単
変換ダウンコンバート法により全システム用のテレビチューナーを製作する時、二重通過
帯域及びナイキスト傾斜（NYQUIST SLOPE）を備える弾力表面波フィルター（SAW FILTER
）により、周波数変換後の中波信号をろ過しなければならない。
【０００９】
　公知の二重変換のテレビチューナーにおいて、二つの混合器は、それぞれ、高側注入、
低側注入を実行し、得られる中波信号スペクトルと単変換ダウンコンバートで得られるス
ペクトルは相同である。よって、公知の二重変換のテレビチューナーを全システム用のテ
レビチューナーとする場合、同様に、二重通過帯域及びナイキスト傾斜を備える弾力表面
波フィルターにより、それぞれ、中波信号をろ過しなければならない。
【特許文献１】米国特許第５７３７０３５号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、上述の問題を解決するため、全システム用のテレビチューナーを提供するこ
とを目的としている。
　二重変換法を使用し、且つ、二つの混合器がユーザーの設定、或いは、自動設定により
、Ｌ’のテレビシステムの無線周波数信号を受信する時、それぞれ、二度の高側注入を実
行し、Ｌ’のテレビシステムの無線周波数信号から得られる中波信号中、オーディオとビ
デオ搬送周波数の相対位置とその他のシステムの無線周波数信号から得られる中波信号を
相同にする。これにより、各種異なるテレビシステムの信号を受信する時、異なるシステ
ム間の無線周波数信号の周波数帯域の差異だけを考慮して、テレビチューナーの回路の複
雑度を減少させ、テレビチューナーの製造コストを抑制する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第一の態様は、無線周波数信号を受信する全システム用のテレビチューナーで
あって、前記無線周波数テレビ信号を受信し、周波数変換後の信号を出力し、第一及び第
二操作モードを切り換えることが可能で、前記第一操作モード下で、前記無線周波数テレ
ビ信号に対して、高側注入を実行して、前記周波数変換後の信号を生成し、前記第二操作
モード下で、前記無線周波数テレビ信号に対して、周波数を追加して、前記周波数変換後
の信号を生成する第一周波数変換回路と、前記第一周波数変換回路からの前記周波数変換
後の信号に対し、ダウンコンバート工程を実行して中波信号を生成する第二周波数変換回
路とからなり、前記ダウンコンバート工程が、低側注入か、或いは高側注入であり、前記
第一及び第二操作モードの切り換えは受信した異なるテレビシステムの無線周波数テレビ
信号に対応するためであることを特徴とするテレビチューナーを提供する。
【００１２】
　本発明の第二の態様は、無線周波数信号を受信する全システム用のテレビチューナーで
あって、前記無線周波数テレビ信号に対し、アップコンバート工程を実行して、周波数変
換後の信号を生成する第一周波数変換回路と、前記周波数変換後の信号を受信し、中波信
号を出力し、第一及び第二操作モードを切り換えることが可能で、前記第一操作モード下
で、前記周波数変換後の信号に対して、低側注入を実行して、前記中波信号を得て、前記
第二操作モード下で、前記周波数変換後の信号に対して、高側注入を実行して、前記中波
信号を得る第二周波数変換回路とからなり、前記アップコンバート工程が、高側注入か、
或いは周波数追加であり、前記第一及び第二操作モードの切り換えは受信した異なるテレ
ビシステムの無線周波数テレビ信号に対応するためであることを特徴とするテレビチュー
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ナーを提供する。
【００１３】
　本発明の第三の態様は、ビデオ信号及びオーディオ信号を載有する無線周波数テレビ信
号を受信して、ビデオ信号及びオーディオ信号を出力する全システム用のテレビチューナ
ーの制御方法であって、ユーザーの設定或いは自動設定に基づいて、第一及び第二操作モ
ードを選択する工程と、前記無線周波数テレビ信号に対し、第一周波数変換を実行して、
周波数変換後の信号を得て、前記第一操作モードが選択される時、前記周波数変換後の信
号は、前記無線周波数テレビ信号に対し高側注入を実行することにより得られ、前記第二
操作モードが選択される時、前記周波数変換後の信号は、前記無線周波数テレビ信号に周
波数を追加することにより得られる工程と、前記周波数変換後の信号に対し、第二周波数
変換を実行して、中波信号を得て、前記中波信号は前記周波数変換後の信号に対し、ダウ
ンコンバートを実行することにより得られる工程と、前記中波信号に対し、復調を実行し
、前記ビデオ信号及びオーディオ信号を出力する工程とからなり、前記第一及び第二操作
モードの切り換えは受信した異なるテレビシステムの無線周波数テレビ信号に対応するた
めであることを特徴とするテレビチューナーの制御方法を提供する。
【００１４】
　本発明の他の態様は、ビデオ信号及びオーディオ信号を載有する無線周波数テレビ信号
を受信して、ビデオ信号及びオーディオ信号を出力する全システム用のテレビチューナー
の制御方法であって、ユーザーの設定或いは自動設定に基づいて、第一及び第二操作モー
ドを選択する工程と、前記無線周波数テレビ信号に対し、第一周波数変換を実行して、周
波数変換後の信号を得て、前記周波数変換後の信号は、前記無線周波数テレビ信号に対し
アップコンバート工程を実行することにより得られる工程と、前記周波数変換後の信号に
対し、第二周波数変換を実行して、中波信号を得て、前記第一操作モードが選択される時
、前記中波信号は前記周波数変換後の信号に対し、低側注入を実行することにより得られ
、前記第二操作モードが選択される時、前記中波信号は、前記周波数変換後の信号に対し
高側注入を実行することにより得られる工程と、中波信号に対し、復調を実行し、ビデオ
信号及びオーディオ信号を出力する工程とからなり、前記第一及び第二操作モードの切り
換えは受信した異なるテレビシステムの無線周波数テレビ信号に対応するためであること
を特徴とするテレビチューナーの制御方法を提供する。
【発明の効果】
【００１５】
　種々の異なるテレビシステムの信号を受信する時、異なるシステム間の無線周波数信号
の周波数帯域の差異だけを考慮することにより、テレビチューナーの回路の複雑度を減少
させ、テレビチューナーの製造コストを抑制することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図４Ａは、本発明の第一実施例による全システム用のテレビチューナーを示す図である
。アンテナ４１と、チューナー回路４２、増幅器４３、第一周波数変換回路４４、第二周
波数変換回路４５、及び復調器４６からなる。全システム用のテレビチューナーは、アン
テナ４１からビデオ信号及びオーディオ信号を載有する無線周波数テレビ信号を受信する
。無線周波数テレビ信号は、チューナー回路４２、増幅器４３を通過した後、第一周波数
変換回路４４に送られる。無線周波数テレビ信号は、チューナー回路４２、増幅器４３を
通過しなければ、第一周波数変換回路４４に送入されないわけではなく、直接、第一周波
数変換回路４４に送入するか、チューナー回路４２、或いは、増幅器４３だけを通過した
後、第一周波数変換回路４４に送入される。又は、複数段のチューナー回路４２、或いは
、複数段の増幅器４３、或いはそれらの組み合わせ回路を通過した後、第一周波数変換回
路４４に送入される。この他、無線周波数テレビ信号はアンテナ受信に限られず、ケーブ
ルを介した有線送信によるものであってもよい。
【００１７】
　第一周波数変換回路４４は無線周波数テレビ信号を受信し、周波数変換後の信号ＣＳを
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出力し、ユーザーの設定或いは自動設定Ｓに従って、第一モードまたは第二操作モードに
切り換えられる。第一操作モード下では、第一周波数変換回路４４は、無線周波数テレビ
信号に対し、高側注入を実行し、周波数変換後の信号ＣＳを得る。第一操作モードと第二
操作モードは、どちらも、アップコンバータ（up-convert）工程である。第一周波数変換
回路４４は、発振器４４２、混合器４４１、増幅器４４３、及び帯域通過フィルター(Ｂ
ＰＦ)４４４を備える。発振器４４２は、発振信号ＯＳ１を生成し、混合器４４１は無線
周波数テレビ信号と発振信号ＯＳ１とを受信して、混合信号ＭＳ１を出力する。第一操作
モード下では、発振信号ＯＳ１の周波数は、無線周波数テレビ信号の搬送周波数より大き
い。一方、第二操作モード下では、発振信号ＯＳ１の周波数は、無線周波数テレビ信号の
搬送周波数より小さい。例えば、第一操作モード下では、１００ＭＨｚの無線周波数テレ
ビ信号は、１３２０ＭＨｚの発振信号ＯＳ１の高側注入により、１２２０ＭＨｚの混合信
号ＭＳ１に変換される。第二操作モード下では、１００ＭＨｚの無線周波数テレビ信号は
、１１２０ＭＨｚの発振信号ＯＳ１の周波数の追加後、１２２０ＭＨｚの混合信号ＭＳ１
に変換される。増幅器４４３は混合信号ＭＳ１を増幅する。帯域通過フィルター４４４は
、増幅後の混合信号をろ過して、周波数変換後の信号ＣＳを出力する。周波数変換後の信
号ＣＳは、増幅器４４３と帯域通過フィルター４４４を通過しなければ得られないわけで
はなく、直接、混合信号ＭＳ１を取用するか、或いは、増幅器４４３、帯域通過フィルタ
ー４４４を経て得られ、又は、数レベルの増幅器４４３、或いは、数レベルの帯域通過フ
ィルター４４４、或いはその組み合わせ回路により得られる。
【００１８】
　第二周波数変換回路４５は、第一周波数変換回路４４からの周波数変換後の信号ＣＳに
対し、ダウンコンバート工程を実行し、低側注入により中波信号ＩＳを生成する。第二周
波数変換回路４５は、発振器４５２、混合器４５１、増幅器４５３、及び帯域通過フィル
ター４５４を備える。発振器４５２は、発振信号ＯＳ２を生成し、発振信号ＯＳ２の周波
数は、無線周波数テレビ信号の搬送周波数より小さい。例えば、１２２０ＭＨｚの周波数
変換後の信号ＣＳは、１１８０ＭＨｚの発振信号ＯＳ２の低側注入により、４０ＭＨｚの
混合信号ＭＳ２を生成する。混合器４５１は、周波数変換後の信号ＣＳ及び発振信号ＯＳ
２を受信し、混合信号ＭＳ２を出力する。増幅器４５３は混合信号ＭＳ２を増幅する。帯
域通過フィルター４５４は、増幅後の混合信号をろ過して、中波信号ＩＳを出力する。中
波信号ＩＳは、増幅器４５３と帯域通過フィルター４５４を通過しなければ、得られない
わけではなく、直接、混合信号ＭＳ２を取用するか、或いは、増幅器４５３、帯域通過フ
ィルター４５４だけを経て得られ、又は、数レベルの増幅器４５３、或いは、数レベルの
帯域通過フィルター４５４、或いはその組み合わせ回路により得られる。
【００１９】
　復調器４６は、中波信号ＩＳに対し復調を実行し、ビデオ信号（VIDEO）及びオーディ
オ信号（AUDIO）を載有する基本波信号を出力するか、或いは、それぞれ、ビデオ信号と
オーディオ信号を出力する。
【００２０】
　前述の全システム用テレビチューナーにおいて、Ｌ’以外のテレビシステムの信号が受
信したい時、設定Ｓにより、第一周波数変換回路４４を第一操作モード下で操作するよう
にする。この時、第一周波数変換回路４４と第二周波数変換回路４５は、それぞれ、高側
注入と低側注入の周波数変換動作を実行し、公知の二重変換のテレビチューナーと類似し
ている。Ｌ’のテレビシステムの信号が受信したい時、設定Ｓにより、第一周波数変換回
路４４を第二操作モード下で操作するようにする。この時、第一周波数変換回路４４と第
二周波数変換回路４５は、それぞれ、周波数追加と低側注入の周波数変換動作を実行する
。或いは、受信したいＬ’のテレビシステムの信号を、第一操作モードに設定すると共に
、受信したいＬ’以外のテレビシステムの信号を、第二操作モードに設定する。このよう
にして、中波信号を生成するにおいて、ビデオ信号の搬送周波数とオーディオ信号の搬送
周波数の相対位置は、その他のテレビシステム信号から変換されて得られる中波信号と相
同で、中波信号の処理が更に容易になる。その結果、回路複雑度と製造コストを減少させ
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ることができる。
【００２１】
　図４Ｂは、本発明の第二実施例による全システム用のテレビチューナーを示す図である
。説明を簡潔にするため、第一実施例と同じ素子は同一の符号で示されている。第一実施
例と異なるのは、第二周波数変換回路４７が、第一周波数変換回路４４からの周波数変換
後の信号ＣＳに対し、ダウンコンバート工程を実行し、高側注入により、中波信号ＩＳを
生成することである。第二周波数変換回路４７は、発振器４５５、混合器４５１、増幅器
４５３、及び帯域通過フィルター４５４を備える。発振器４５５は、発振信号ＯＳ３を生
成する。発振信号ＯＳ３の周波数は、周波数変換後の信号ＣＳのものよりも大きい。例え
ば、１２２０ＭＨｚの周波数変換後の信号ＣＳは、１２６０ＭＨｚの発振信号ＯＳ３の高
側注入後、４０ＭＨｚの混合信号ＭＳ２を生成する。
【００２２】
　前述の全システム用テレビチューナーにおいて、Ｌ’以外のテレビシステムの信号を受
信したい時、設定Ｓにより、第一周波数変換回路４４を第二操作モード下で操作するよう
にする。この時、第一周波数変換回路４４と第二周波数変換回路４７は、それぞれ、周波
数追加と高側注入の周波数変更動作を実行する。Ｌ’のテレビシステムの信号が受信した
い時、設定Ｓにより、第一周波数変換回路４４を第一操作モード下で操作するようにする
。この時、第一周波数変換回路４４と第二周波数変換回路４７は、共に、高側注入の周波
数変更動作を実行する。或いは、受信したいＬ’のテレビシステムの信号を、第二操作モ
ードに設定すると共に、受信したいＬ’以外のテレビシステムの信号を、第一操作モード
に設定する。このようにして、中波信号を生成するにおいて、ビデオ信号の搬送周波数と
オーディオ信号の搬送周波数の相対位置は、その他のテレビシステム信号が変換されて得
られる中波信号と相同で、中波信号の処理が更に容易になり、回路複雑度とコストを減少
させる。
【００２３】
　図５Ａは、本発明の第三実施例による全システム用のテレビチューナーを示す図である
。アンテナ５１と、チューナー回路５２、増幅器５３、第一周波数変換回路５４、第二周
波数変換回路５５、及び復調器５６からなる。全システム用のテレビチューナーは、アン
テナ５１からビデオ信号及びオーディオ信号を載有する無線周波数テレビ信号を受信する
。無線周波数テレビ信号は、チューナー回路５２、増幅器５３を通過した後、第一周波数
変換回路５４に送入される。無線周波数テレビ信号は、チューナー回路５２、増幅器５３
を通過しなければ、第一周波数変換回路５４に送入されないわけではなく、直接、第一周
波数変換回路５４に送入するか、或いは、チューナー回路５２だけ、或いは、増幅器５３
だけを介して第一周波数変換回路５４に送入されるか、又は、複数段のチューナー回路５
２、或いは、複数段の増幅器５３、或いはそれらの組み合わせ回路を介して、第一周波数
変換回路５４に送入される。この他、無線周波数テレビ信号は、アンテナ受信に限られず
、ケーブルを介した有線送信によるものであってもよい。
【００２４】
　第一周波数変換回路５４は、無線周波数テレビ信号に対し、アップコンバータ工程を実
行し、高側注入により周波数変換後の信号ＣＳを生成する。第一周波数変換回路５４は、
発振器５４２、混合器５４１、増幅器５４３、及び帯域通過フィルター５４４を備える。
発振器５４２は、発振信号ＯＳ１を生成する。発振信号ＯＳ１の周波数は、無線周波数テ
レビ信号の搬送周波数より大きい。混合器５４１は、無線周波数テレビ信号及び発振信号
ＯＳ１を受信し、混合信号ＭＳ１を出力する。例えば、１００ＭＨｚの無線周波数テレビ
信号は、１３２０ＭＨｚの発振信号ＯＳ１の高側注入により、１２２０ＭＨｚの混合信号
ＭＳ１を生成する。増幅器５４３は混合信号ＭＳ１を増幅する。帯域通過フィルター５４
４は、増幅後の混合信号をろ過して、周波数変換後の信号ＣＳを出力する。周波数変換後
の信号ＣＳは、増幅器５４３と帯域通過フィルター５４４を通過しなければ、得られない
わけではなく、直接、混合信号ＭＳ１を取用するか、或いは、増幅器５４３、帯域通過フ
ィルター５４４だけを経て得られ、又は、複数段の増幅器５４３、或いは、複数段の帯域
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通過フィルター５４４、或いはそれらの組み合わせ回路を介して得られる。
【００２５】
　第二周波数変換回路５５は、第一周波数変換回路５４からの周波数変換後の信号ＣＳを
受信して、中波信号を出力する。ユーザーの設定、或いは自動設定に基づいて、第一モー
ドまたは第二操作モードに切り換えられる。第一操作モード下では、第二周波数変換回路
５５は、周波数変換後の信号ＣＳに対し、低側注入を実行して中波信号ＩＳを得る。第二
操作モード下では、第二周波数変換回路５５は、周波数変換後の信号ＣＳに対し、高側注
入を実行して中波信号ＩＳを得る。第二周波数変換回路５５が実行する低側注入と高側注
入は、ダウンコンバート工程である。第二周波数変換回路５５は、発振器５５２、混合器
５５１、増幅器５５３、及び帯域通過フィルター５５４を備える。発振器５５２は、発振
信号ＯＳ２を生成する。第一操作モード下では、発振信号ＯＳ２の周波数は、周波数変換
後の信号ＣＳより小さく、第二操作モード下では、発振信号ＯＳ２の周波数は、周波数変
換後の信号ＣＳより大きい。例えば、第一操作モード下では、１２２０ＭＨｚの周波数変
換後の信号ＣＳは、１１８０ＭＨｚの発振信号ＯＳ２の低側注入により、４０ＭＨｚの混
合信号ＭＳ２を生成する。一方、第二操作モード下では、１２２０ＭＨｚの周波数変換後
の信号ＣＳは、１２６０ＭＨｚの発信信号ＯＳ２の高側注入後、４０ＭＨｚの混合信号Ｍ
Ｓ２を生成する。混合器５５１は、周波数変換後の信号ＣＳ及び発振信号ＯＳ２を受信し
、混合信号ＭＳ２を出力する。増幅器５５３は混合信号ＭＳ２を増幅する。帯域通過フィ
ルター５５４は、増幅後の混合信号をろ過して、中波信号ＩＳを出力する。中波信号ＩＳ
は、増幅器５５３と帯域通過フィルター５５４を通過しなければ、得られないわけではな
く、直接、混合信号ＭＳ２を取用するか、或いは、増幅器５５３か、帯域通過フィルター
５５４だけを経て得られ、又は、複数段の増幅器５５３、或いは、複数段の帯域通過フィ
ルター５５４、或いはそれらの組み合わせ回路により得られる。
【００２６】
　復調器５６は、中波信号ＩＳに対し復調を実行し、ビデオ信号（VIDEO）及びオーディ
オ信号（AUDIO）を載有する基本波信号を出力するか、或いは、それぞれ、ビデオ信号と
オーディオ信号を出力する。
【００２７】
　前述の全システムテレビチューナーにおいて、Ｌ’以外のテレビシステムの信号を受信
したい時、設定Ｓにより、第二周波数変換回路５５を第一操作モード下で操作するように
する。この時、第一周波数変換回路５４と第二周波数変換回路５５は、それぞれ、高側注
入と低側注入の周波数変更動作を実行し、公知の二重変換のテレビチューナーと類似して
いる。Ｌ’のテレビシステムの信号を受信したい時、設定Ｓにより、第二周波数変換回路
５５を第二操作モード下で操作するようにする。この時、第一周波数変換回路５４と第二
周波数変換回路５５は、共に、高側注入の周波数変換動作を実行する。或いは、受信した
いＬ’のテレビシステムの信号を、第一操作モードに設定すると共に、受信したいＬ’以
外のテレビシステムの信号を、第二操作モードに設定する。このようにして、中波信号を
生成するにおいて、ビデオ信号の搬送周波数とオーディオ信号の搬送周波数の相対位置は
、その他のテレビシステム信号から変換されて得られる中波信号と相同で、中波信号の処
理が更に容易になり、その結果、回路複雑度と製造コストを減少させることができる。
【００２８】
　図５Ｂは、本発明の第四実施例による全システム用のテレビチューナーを示す図である
。説明を簡潔にするため、第三実施例と同じ素子は同一の符号で示されている。異なるの
は、第一周波数変換回路５７は、無線周波数テレビ信号に対し、アップコンバート工程を
実行し、周波数追加により、周波数変換後の信号ＣＳを生成することである。第一周波数
変換回路５７は、発振器５４５、混合器５４１、増幅器５４３、及び帯域通過フィルター
５４４を備える。発振器５４５は、発振信号ＯＳ３を生成する。発振信号ＯＳ３の周波数
は、周波数変換後の信号ＣＳのものより小さい。例えば、１００ＭＨｚの無線周波数テレ
ビ信号は、１１２０ＭＨｚの発振信号ＯＳ３の周波数追加の後、１２２０ＭＨｚの混合信
号ＭＳ１を生成する。
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【００２９】
　前述の全システム用テレビチューナーにおいて、Ｌ’以外のテレビシステムの信号が受
信したい時、設定Ｓにより、第二周波数変換回路５５を第二操作モード下で操作するよう
にする。この時、第一周波数変換回路５７と第二周波数変換回路５５は、それぞれ、周波
数追加と高側注入の周波数変更動作を実行する。Ｌ’のテレビシステムの信号が受信した
い時、設定Ｓにより、第二周波数変換回路５５を第一操作モード下で操作するようにする
。この時、第一周波数変換回路５７と第二周波数変換回路５５は、それぞれ、周波数追加
と低側注入の周波数変換動作を実行する。或いは、受信したいＬ’のテレビシステムの信
号を、第二操作モードに設定すると共に、受信したいＬ’以外のテレビシステムの信号を
、第一操作モードに設定する。このようにして、中波信号を生成するにおいて、ビデオ信
号の搬送周波数とオーディオ信号の搬送周波数の相対位置は、その他のテレビシステム信
号から変換されて得られる中波信号と相同で、中波信号の処理が更に容易になり、その結
果、回路複雑度と製造コストを減少させることができる。
【００３０】
　図６は、本発明の第五実施例中の全システム用のテレビチューナーのフローチャートを
示す。
　工程６１において、ユーザーの設定、或いは自動設定に基づいて、第一及び第二操作モ
ードを選択する工程と、
　工程６２において、ビデオ信号及びオーディオ信号を載有する無線周波数テレビ信号に
対し、第一周波数変換を実行して、周波数変換後の信号を得て、第一操作モードが選択さ
れる時、周波数変換後の信号は、無線周波数テレビ信号に対し高側注入を実行することに
より得られ、第二操作モードが選択される時、周波数変換後の信号は、無線周波数テレビ
信号に周波数を追加することにより得られ、第一及び第二操作モードはアップコンバート
工程である工程と、
　工程６３において、周波数変換後の信号に対し、第二周波数変換を実行して、中波信号
を得て、中波信号は周波数変換後の信号に対し、ダウンコンバート工程を実行して、低側
注入により得られる工程と、
　工程６４において、中波信号に対し、復調を実行し、ビデオ信号及びオーディオ信号を
載有する基本波信号を出力するか、或いは、ビデオ信号とオーディオ信号をそれぞれ出力
する工程と、からなる。
【００３１】
　図７は、本発明の第六実施例中の全システム用のテレビチューナーのフローチャートを
示す。
　工程７１において、ユーザーの設定、或いは自動設定に基づいて、第一及び第二操作モ
ードを選択する工程と、
　工程７２において、ビデオ信号及びオーディオ信号を載有する無線周波数テレビ信号に
対し、第一周波数変換を実行して、周波数変換後の信号を得て、第一操作モードが選択さ
れる時、周波数変換後の信号は、無線周波数テレビ信号に対し、アップコンバータ工程を
実施して、高側注入により得られ、第二操作モードが選択される時、周波数変換後の信号
は、無線周波数テレビ信号に周波数を追加することにより得られる工程と、
　工程７３において、周波数変換後の信号に対し、第二周波数変換を実行して、中波信号
を得て、中波信号は周波数変換後の信号に対し、ダウンコンバート工程を実行し、高側注
入により得られる工程と、
　工程７４において、中波信号に対し、復調を実行し、ビデオ信号及びオーディオ信号を
載有する基本波信号を出力するか、或いは、ビデオ信号とオーディオ信号をそれぞれ出力
する工程と、からなる。
【００３２】
　図８は、本発明の第七実施例中の全システム用のテレビチューナーのフローチャートを
示す。
　工程８１において、ユーザーの設定、或いは自動設定に基づいて、第一及び第二操作モ
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ードを選択する工程と、
　工程８２において、ビデオ信号及びオーディオ信号を載有する無線周波数テレビ信号に
対し、第一周波数変換を実行して、周波数変換後の信号を得て、周波数変換後の信号は、
無線周波数テレビ信号に対しアップコンバータ工程を実行して、高側注入により得られる
工程と、
　工程８３において、周波数変換後の信号に対し、第二周波数変換を実行して、中波信号
を得て、第二周波数変換はダウンコンバート工程で、第一操作モードが選択される時、中
波信号は、周波数変換後の信号に対し低側注入を実行することにより得られ、第二操作モ
ードが選択される時、中波信号は、周波数変換後の信号に対し高側注入を実行することに
より得られる工程と、
　工程８４において、中波信号に対し、復調を実行し、ビデオ信号及びオーディオ信号を
載有する基本波信号を出力するか、或いは、ビデオ信号とオーディオ信号をそれぞれ出力
する工程と、からなる。
【００３３】
　図９は、本発明の第八実施例中の全システム用のテレビチューナーのフローチャートを
示す。
　工程９１において、ユーザーの設定或いは自動設定に基づいて、第一及び第二操作モー
ドを選択する工程と、
　工程９２において、ビデオ信号及びオーディオ信号を載有する無線周波数テレビ信号に
対し、第一周波数変換を実行して、周波数変換後の信号を得て、周波数変換後の信号は、
無線周波数テレビ信号に対しアップコンバータ工程を実行して、周波数追加により得られ
る工程と、
　工程９３において、周波数変換後の信号に対し、第二周波数変換を実行して、中波信号
を得て、第二周波数変換はダウンコンバート工程で、第一操作モードが選択される時、中
波信号は、周波数変換後の信号に対し低側注入を実行することにより得られ、第二操作モ
ードが選択される時、中波信号は、周波数変換後の信号に対し高側注入を実行することに
より得られる工程と、
　工程９４において、中波信号に対し、復調を実行し、ビデオ信号及びオーディオ信号を
載有する基本波信号を出力するか、或いは、ビデオ信号とオーディオ信号をそれぞれ出力
する工程と、からなる。
【００３４】
　上述のように、本発明は全システム用のテレビチューナーを提供し、二重変換法を使用
し、且つ、二つの混合器がユーザーの設定、或いは、自動設定により、Ｌ’のテレビシス
テムの無線周波数信号を受信する時、それぞれ、二度の高側注入を実行し、Ｌ’のテレビ
システムの無線周波数信号から得られる中波信号中、オーディオとビデオ搬送周波数の相
対位置とその他のシステムの無線周波数信号から得られる中波信号を相同にする。これに
より、各種異なるテレビシステムの信号を受信する時、異なるシステム間の無線周波数信
号の帯域の差異だけを考慮して、回路の複雑度を減少させ、コストを抑制する。
【００３５】
　本発明では好ましい実施例を前述の通り開示したが、これらは決して本発明に限定する
ものではなく、当該技術を熟知する者なら誰でも、本発明の精神と領域を脱しない範囲内
で各種の変動や潤色を加えることができ、従って本発明明の保護範囲は、特許請求の範囲
で指定した内容を基準とする。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】公知のダウンコンバートのテレビチューナーを示すブロック図である。
【図２】公知の二重変換のテレビチューナーを示すブロック図である。
【図３】（Ａ）は様々な放送方式における単変換のスペクトルを示す図、（Ｂ）はＬ’の
放送方式における単変換のスペクトルを示す図である。
【図４】（Ａ）は本発明の第一実施例による全システム用のテレビチューナーのブロック
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図、（Ｂ）は本発明の第二実施例による全システム用のテレビチューナーのブロック図で
ある。
【図５】（Ａ）は本発明の第三実施例による全システム用のテレビチューナーのブロック
図、（Ｂ）は本発明の第四実施例による全システム用のテレビチューナーのブロック図で
ある。
【図６】本発明の第五実施例中の全システム用のテレビチューナーの制御方法のフローチ
ャートを示す。
【図７】本発明の第六実施例中の全システム用のテレビチューナーの制御方法のフローチ
ャートを示す。
【図８】本発明の第七実施例中の全システム用のテレビチューナーの制御方法のフローチ
ャートを示す。
【図９】本発明の第八実施例中の全システム用のテレビチューナーの制御方法のフローチ
ャートを示す。
【符号の説明】
【００３７】
１１…位相ロックループ
１２、２０４、４２、５２…チューナー回路
１３、１８、４３、４４３、４５３、５３、５４３、５５３…増幅器
２０６…低雑音の相互コンダクタンス増幅器
１４…中段チューナー回路
１５、２５０、２１２、４４２、４５２、４５５、５４２、５４５、５５２…発振器
１６、２０８、２１０、４４１、４５１、５４１、５５１…混合器
１７、４４４、４５４、５４４、５５４、５４４…帯域通過フィルター
１９、４６、５６…復調器
２０２、４１、５１…アンテナ
４４、５４、５７…第一周波数変換回路
４５、４７、５５…第二周波数変換回路
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